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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月18日(2012.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の多細胞体（各多細胞体は、互いに凝集し合っている複数の生体細胞を含む）と、
複数の離散したフィラー体（各フィラー体は、細胞が前記多細胞体から前記フィラー体に
移動および内殖するのを妨げると共に、前記多細胞体中の細胞が前記フィラー体に接着す
るのを妨げる生体適合性物質を含む）とを含む３次元構造体であって、
　各多細胞体が少なくとも１つの他の多細胞体または少なくとも１つのフィラー体と接触
するパターンで、前記多細胞体とフィラー体が配列されている３次元構造体。
【請求項２】
　前記多細胞体のそれぞれの長手方向軸に沿って切断した断面の平均面積が、約７，８５
０平方マイクロメートル～約３６０，０００平方マイクロメートルの範囲である、請求項
１に記載の３次元構造体。
【請求項３】
　前記多細胞体のそれぞれの長さが約３０センチメートル未満である、請求項１～２に記
載の３次元構造体。
【請求項４】
　各多細胞体が本質的に単一の細胞型の細胞からなる、請求項１～３に記載の３次元構造
体。
【請求項５】
　前記多細胞体の１つ以上が、第１の細胞型の複数の生体細胞と、第２の細胞型の複数の
生体細胞と、任意で第３の型の複数の生体細胞とを含み、前記第１、第２、および第３の
細胞型のそれぞれが、前記第１、第２、および第３の細胞型のうちの他の型と異なる、請
求項１～３に記載の３次元構造体。
【請求項６】
　前記細胞が内皮細胞、平滑筋細胞、または線維芽細胞である、請求項４～５に記載の３
次元構造体。
【請求項７】
　前記多細胞体の形状が実質的に均一であると共に、任意で前記フィラー体の形状が実質
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的に均一である、請求項１～６に記載の３次元構造体。
【請求項８】
　前記多細胞体が細長い形状であると共に、任意で前記フィラー体が細長い形状である、
請求項１～７に記載の３次元構造体。
【請求項９】
　前記多細胞体の少なくともいくつかが、シートを形成するように配置されている、請求
項１～８に記載の３次元構造体。
【請求項１０】
　前記多細胞体が実質的に円筒形であると共に、実質的に円形の断面を有する、請求項１
～９に記載の３次元構造体。
【請求項１１】
　前記多細胞体の上に、その多細胞体と実質的に同一である別の多細胞体があるときに、
その各多細胞体が前記別の多細胞体の重量を支えられるほど、各多細胞体中の細胞の凝集
力が十分に強力である、請求項１～１０に記載の３次元構造体。
【請求項１２】
　前記複数の多細胞体の少なくともいくつかが、管様構造体を形成するように配列されて
おり、その管様構造体の内側に、前記フィラー体の少なくとも１つが存在する、請求項１
～１１に記載の３次元構造体。
【請求項１３】
　前記多細胞体が、第１および第２の組の多細胞体を含み、前記第１の組の各多細胞体が
内皮細胞を含み、前記第２の組の各多細胞体が平滑筋細胞を含み、
　前記第１の組の多細胞体が、前記少なくとも１つのフィラー体を実質的に取り囲む内層
を形成するように配列されており、前記第２の組の多細胞体が、前記少なくとも１つのフ
ィラー体と、前記第１の組の多細胞体によって形成された内層とを実質的に取り囲む第２
の層を形成するように配列されており、
　任意で、前記多細胞体が第３の組の多細胞体をさらに含み、前記第３の組の各多細胞体
が線維芽細胞を含み、前記第３の組の多細胞体が、前記少なくとも１つのフィラー体と、
前記第１の組の多細胞体によって形成された前記内層と、前記第２の組の多細胞体によっ
て形成された前記第２の層とを実質的に取り囲む層を形成するように配列されており、前
記第３の組における線維芽細胞の数の非線維芽細胞の数に対する比率が、前記第１の組ま
たは前記第２の組における線維芽細胞の数の非線維芽細胞の数に対する比率よりも大きい
、請求項１２に記載の３次元構造体。
【請求項１４】
　前記多細胞体が第１の組の多細胞体を含み、前記第１の組の各多細胞体が、複数の内皮
細胞と複数の平滑筋細胞とを含み、前記第１の組の多細胞体が、前記少なくとも１つのフ
ィラー体を実質的に取り囲む内層を形成するように配列されており、任意で、前記多細胞
体が第２の組の多細胞体を含み、前記第２の組の各多細胞体が線維芽細胞を含み、前記第
２の組の多細胞体が、前記少なくとも１つのフィラー体と、前記第１の組の多細胞体によ
って形成された内層とを実質的に取り囲む層を形成するように配列されており、前記第２
の組における線維芽細胞の数の非線維芽細胞の数に対する比率が、前記第１の組における
線維芽細胞の数の非線維芽細胞に対する比率よりも大きい、請求項１２に記載の３次元構
造体。
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